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東
亜
の
級
済
を
論
ず
る
外
図
人
祭
者
評
論
家
調

二
九
六

東
亜
の
経
済
を
論
ず
る
外
園
人
挙
者
評
論
家
調

序

東
亜
の
問
題
は
今
や
あ
ら
ゆ
る
関
野
に
於
て
研
究
せ
ら
れ
て

居
る
。
共
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
政
治

上
の
問
題
外
交
上
の
問
題
に
限
ら
や
あ
ら
ゆ
る
文
化
科
畢
の
所

産
と
自
然
科
問
中
の
成
果
は
競
っ
て
東
亜
と
い
ふ
地
域
を
劉
象
と

し
て
共
の
中
に
生
起
す
る
諸
現
象
の
介
析
に
鮮
明
に
役
立
た
ん

と
と
に
努
め
て
居
る
。
併
し
乍
ら
之
等
の
諸
研
究
も
究
極
に
於

て
東
亜
の
持
つ
地
域
的
な
特
殊
性
及
び
東
窓
の
有
す
る
歴
史
的

危
性
格
を
理
解
す
る
と
と
無
し
に
は
共
の
金
躍
を
鏡
ふ
と
と
を

得
た
い
。
斯
く
て
我
々
の
東
亜
研
究
に
於
け
る
諸
分
野
の
出
設

は
此
D
姿
求
に
即
膝
ナ
ベ
く
東
亜
に
闘
す
る
既
往
の
諸
資
料
、

諸
文
献
の
蒐
集
と
い
ふ
と
と
に
求
め
ら
れ
る
。
現
に
多
く
の
着

貨
な
研
究
機
闘
は
此
の
結
に
多
大
の
時
間
と
努
力
を
惜
む
と
と

左
く
共
の
完
備
に
a

腐
心
し
て
居
る
。
第
二
段
の
手
順
は
之
等
の

池

主主
1=1 

長

回

集
成
で
あ
る
。
此
虚
に
於
て
夫
A
D
専
門
的
智
識
が
動
員
さ
れ

る
。
斯
か
る
二
段
の
前
提
が
整
つ
て
は
じ
め
て
夫
等
の
資
料
の

上
に
立
つ
具
瞳
的
危
諸
問
題
の
検
討
と
分
析
が
始
め
ら
れ
る
。

扱
て
現
買
の
東
亜
研
究
の
段
階
を
見
る
に
鍛
令
個
々
の
論
文

に
於
て
既
に
綜
合
せ
ら
れ
た
見
解
が
見
ら
れ
様
と
も
、
一
般
的

に
は
未
だ
所
謂
第
一
段
乃
至
第
二
段
の
過
程
に
あ
る
と
考
へ
ら

れ
る
。
斯
く
て
一
見
極
め
て
非
能
率
的
た
仕
事
で
あ
る
が
我
々

の
組
織
的
な
東
亜
研
究
は
多
く
の
努
力
と
時
間
が
資
料
の
蒐
集

と
集
成
に
傾
け
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

具
躍
的
に
は
地
域
的
に
且
つ
事
項
別
に
し
て
諸
資
料
の
整
理

或
は
文
献
の
リ
ス
ト
佐
作
成
す
る
等
の
操
作
が
行
は
れ
る
。
更

に
進
ん
で
は
之
等
資
料
。
債
値
判
断
が
内
容
の
検
討
に
依
っ
て

行
は
れ
る
。
之
等
は
締
て
夫
々
白
部
門
に
於
け
る
専
門
家
の
手

に
依
っ
て
行
は
れ
る
と
と
は
勿
論
で
あ
る
。

斯
か
る
研
究
の
段
階
に
あ
っ
て
我
々
の
最
も
知
ら
ね
ば
友
ら



ぬ
事
柄
は
既
往
の
若
く
は
新
ら
し
い
資
料
を
提
供
し
た
専
門
家

に
如
何
た
る
人
が
居
る
か
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。
此
の
事
は
如

何
友
る
研
究
機
関
が
存
在
す
る
か
を
知
ら
ね
ぼ
な
ら
ぬ
と
同
じ

意
味
に
於
て
同
じ
問
題
の
研
究
に
従
ふ
者
と
し
て
知
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
事
柄
で
-
あ
る
。

東
直
の
問
題
に
閥
心
b
L
持
ち
之
等
の
問
題
の
調
賓
に
若
く
は

研
究
に
従
事
す
る
皐
者
・
評
論
家
は
邦
人
を
除
い
て
も
恐
ら
く

八
、
九
百
の
多
き
に
速
す
る
で
あ
ら
う
。
之
等
の
総
て
を
知
る

と
と
は
恐
ら
く
不
可
能
で
あ
ら
う
。
斯
く
て
我
々
は
之
等
の
中

経
済
皐
若
し
く
は
経
済
事
情
に
闘
す
る
専
門
家
或
は
評
論
家
と

い
づ
た
者
を
牧
録
し
た
。
収
録
の
範
囲
を
斯
様
に
限
定
し
て
も

向
段
共
の
全
部
を
網
羅
す
る
と
と
は
出
来
た
い
。
牧
録
に
際
し

て
は
大
睦
弐
の
方
針
詮
と
っ
た
。

一
、
閤
籍
の
別
た
く
各
閣
人
を
釘
象
と
す
る
。

二
、
経
憤
皐
者
の
み
な
ら
や
経
憤
事
情
の
研
究
家
若
く
は
調

査
家
乃
至
評
論
家
も
其
の
封
象
と
す
る
。

=
守
主
と
し
て
長
近
数
ヶ
年
聞
に
護
表
せ
る
論
文
に
就
き
調

在
せ
る
と
と
。
従
っ
て
古
い
関
学
者
は
特
殊
の
者
以
外
多
く

を
合
ま
ぬ
と
と
。

問
、
分
類
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
よ
っ
た
と
と
。

五
、
設
明
は
簡
明
早
に
過
ぎ
る
も
の
が
多
い
が
之
等
は
詳
細
な

東
亜
の
経
済
を
論
ず
る
M

何
回
人
事
者
評
論
家
関

調
夜
が
困
難
で
あ
る
と
と
に
依
る
。

ム
ハ
、
大
酷
著
名
な
者
は
牧
録
し
得
た
と
考
へ
る
が
本
稿
は
も

と
/
¥
編
者
の
研
究
に
必
要
な
手
段
と
し
て
時
折
牧
録
し

た
手
控
ノ
ー
ト
を
中
心
に
二
、
三
の
参
考
書
に
つ
い
て
行

っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
若
干
の
記
載
均
れ
を
保
し
難
い
。

× 

× 

× 

今
後
日
本
の
東
亜
に
鈎
す
る
地
歩
が
高
ま
る
に
つ
れ
益
々
東

亙
の
研
究
は
共
の
必
要
を
増
し
科
墜
の
綿
動
員
が
要
請
せ
ら
れ

る
で
あ
ら
う
。
政
治
に
外
交
に
経
済
に
教
育
に
あ
ら
ゆ
る
文
化

科
壊
は
、
地
質
に
動
物
に
植
物
に
あ
ら
ゆ
る
自
然
科
阜
の
分
野

と
共
に
協
力
が
行
は
れ
新
ら
し
い
日
本
の
文
化
を
培
ふ
勤
力
と

な
ら
う
。
文
献
自
惜
の
紹
介
が
必
要
と
せ
ら
れ
る
と
同
巳
意
味

に
於
て
専
門
家
の
紹
介
も
此
の
場
合
必
要
で
あ
る
。
此
の
意
味

で
本
稿
が
多
少
で
も
利
用
せ
ら
る
L

と
と
る
ら
ば
・
幸
避
の
至
り

で
る
る
。
向
ほ
極
東
及
び
日
本
に
闘
す
る
外
周
人
評
論
家
の
便

覧
表
は
タ
イ
ム
ス
出
版
世
間
際
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
通
信
部
に
て
作

成
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
若
し
経
済
に
限
ら
や
他
の
政
治
、
外
交

共
の
他
一
般
に
つ
い
て
知
る
必
要
あ
る
場
合
は
之
に
就
て
見
ら

る
L

便
宜
あ
る
と
と
を
附
記
す
る
。

昭
和
十
四
年
十
二
月

編

者

二
九
七



来
週
の
経
済
を
論
ず
る
外
岡
人
挙
者
評
論
家
調

東
亜
の
経
梼
を
論
ず
る
外
周
人

皐
者
評
論
家
調

A 

ア
ス
コ

P
M
2
5司
〉

moo-目

プ
ラ
ジ
ル
人
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
立
大
療
法
斜
卒
業
後
紫
護
士
と
な
る
。

P
オ
州
議
員
時
代
日
本
移
民
の
誘
致
を
最
初
に
唱
導
せ
り
。
著
書
=
。

ト
『
弓
H
O
E
回
g
田
町
】
=
得
あ
り
。
親
日
系
。

ア
ル
シ
ヤ
ム
ポ
l
E
S
K
F
B
E
B
E
E

働
関
西
人
。
法
敏
博
士
に
し
て
時
間
護
士
。
印
度
官
民
那
及
び
極
東
問
題

特
に
経
済
並
び

κ財
政
問
題
を
研
究
し
各
穏
の
雑
誌
に
寄
稿
す
。

ア
ル
パ
1
p
k
z
p
品
目
。
z
k
Z
H昨

米
図
人
。
枇
品
自
民
事
者
に
し
て
枇
合
施
設
に
闘
す
る
研
究
家
で
あ
り
都

市
計
登
の
専
門
家
で
も
あ
る
。
E
出
口
白
河
口
】
0
3邑
E
F
吉
田
町
内
ち
の

E
d
司
2
H
P
E
U
青
白
5
0
0
片
足
。
=
の
執
鋒
者
。

ア
ル
メ
イ
ダ
匂
B
X
乙
品
。
k
p
】
g
o
向
島
H
W

プ
ラ
ジ
ル
人
。
農
業
の
専
門
技
師
。

ア
レ
キ
サ
ン
グ
1
4
司
色
p
o
o
民
-
K
F
H
O
H
s
r司

米
関
人
。
親
日
系
に
し
て
一
九
二
関
年
排
目
的
な
移
民
法
の
改
正
に

鐙
力
す
。
〉
B
R
r
E
L
『
名
目
g
g
M
H
乙
a
u
g
の
0
5日間
3
0
0
の
合
長
た

m
y

。レキ
サ
ン
ア
ド
ロ
7
w
-
K
P
H
O
H
B
P
0
4

ソ
聯
人
。
「
日
本
に
於
け
る
努
働
運
動
」
其
他
極
東
に
闘
す
る
論
文

二
九
八

多
し
。ア

レ

ン

。

-c.
〉】』申ロ

英
国
人
。

p
パ
1
ア
ー
ル
大
経
経
済
惨
殺
授
。
東
洋
の
総
務
問
題
を

研
究
す
。

ア
ワ
1
リ
ン

4
・KV4HLMロ

ソ
職
人
。
「
満
洲
に
於
け
る
職
争
準
備
」
3
4
乙
件
当
日
H
E
E
D
m
M
昆

巧
0
5
0
5
F
M
由
民
・
3
等
の
論
文
あ
り
。

ア
ン
ガ
ス
同
色
々
]
『
-
K
F
回
開
g

加
奈
陀
人
。
経
済
同
明
者
。
主
著
4
Z
H
i
g宮
市
g
a
M
M
g
s
E
】

。

g回
m
o
s
p
o
-
-
8
5
0
K
F
Z
札
"
あ
り
。

ア
1
ノ
ル
Y
L
『
回
目
。
自
H
K
F
『
ロ
O
H
円
四

E
C
V
Z
担
。
。
巨
g
m
吋
口
四
位
同
世
口
品
同
ロ
九
古
曲
目
立
曲
目
同
恒
国
島
r
o
o
-
P
H
由
臼
悼
公
を

著
は
ず
。

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
』
品
。
E
F
民
詩
句
』
ロ
向
。
n
o
ロ

E
同
ロ
B
E
日
々
回
目
白
F
p
r
o
g
吋
ぽ
の
何
回
目
ロ
F
凶器∞
U
F
O
ロ
門
戸
D
ロ
ョ
の
著
者

ア
ル
ン
ド
ト
吋
-
k
r
吋
出
品
同

狗
乙
人
。
E
】
)
R
L
P
吋
宮
町
E
C
V
ロ
ぽ
{
V
E
g
-
g
U
1
の
著
者
。

ア
ン
ヘ
リ
ノ
句
。
肉
色
〉
回
向
。
出
回
。

利
部
人
。
植
民
感
者
"
z
m
g
色
白
ロ
品
目
間
切
。
広
島
B
F
a
g
a
g
a

宮
宮
島
町
巴
B
白
色
L
出
品
目
m
L
S
H
=
及
び
E
S
-
自
主
旬
。
}
向
。
『
・
日
4
D
E

E
U
H
-
-
を
務
は
す
。

B 

ピ
ゲ
ロ
ウ
H
V
O
口
町
ロ
。
『
回
目
向
。
目
。
司

米
岡
人
。
植
民
経
者
に
し
て
多
〈
の
表
替
あ
り
。
親
日
系
。
著
書
に



v-QHV司
P

ロ
ロ
ロ
仏
国
角
。
cHO口問。
ωョ
あ
り
。

ピ
ツ
ソ
ン

H
k
r
M
W
U
m
Oロ

米
岡
人
。
主
と
し
て
日
支
問
題
を
中
心
と
す
る
極
東
問
題
評
論
家
と

し
て
著
名
。

プ
ラ
ツ

8

1

出
向

Z
H門
戸
慰
霊
耳

米
関
人
。
図
際
渇
貨
問
題
の
纏
成
。
来
洋
問
題
の
際
究
家
。

プ

P
ツ
ソ

l
dア
マ

イ

エ

切

江
am富
島
s
u
o
g笹山可申件。

偽
国
人
。
隷
護
士
。
怒
湾
、
貿
易
、
植
民
地
問
題
を
研
究
す
。

プ
ロ
ン
只

g
E
g
w
g
E
O

働
側
人
。
新
聞
記
者
。
ペ
シ
ネ
1
ム
を
の
g
a
o
。ロ
2
2。
政
治
経

済
上
か
ら
極
東
問
題
を
論
ず
。

ピ
ア

1
ド
の
『
旬
】

S
L
P口
忠
宮
凶

E
邑

米
岡
人
。
火
祭
教
授
。
都
市
政
策
の
構
成
。

パ

ッ

ク

旬
-
F
O回
即
日
目
的
回
白
白
r

米
関
人
。
支
那
農
業
経
済
に
闘
す
る
多
〈
の
論
箸
あ

p
。
帝
京
大
黒
金

陵
大
患
に
講
師
た
り
。
交
地
調
査
の
綜
mmは

2
9
M
g。
8
吋
局
自
国

8
ロ-

DEw-zuc--
と
し
て
護
表
せ
ら
る
。
共
他

λ
F
H
B
0
4
2
R田
ve回出品

窓
口
目
白
白
河
宮
市
}
岡
山
口
P
H
O
M
-
-
z
d
己ロ
g
z
oロ
O司

F
H
S品
目
ロ
。
F
U
P
H申

告
ョ
等
あ
り
。

ベ
1
ン
同
・
司
-
M
W
m
w
宮

定
。
円
。
国
白
血
同

E
g
q
u二
口
同
宮
町
民
国
担
国

r
g
u
u
=
の
著
者
。

〆
1
カ

l

p
・
吋
-
W
2
1
r
R

ペ吋
v
o
d
p同
庁
ロ
@
同
国
岳
民
百
円
。
白

O町
。
VMphvH同
H
g
W
H
V
H自
国

OPH
匂

cm山門
戸

Oロ

但
同
岡
山
吋
三
自
由
旬
0
8
F自
ら
g
w
5
2
3
を
著
は
ず
。

東
亜
の
経
済
を
論
ず
る
品
川
閤
人
民
中
者
評
論
家
調

rL 

カ

l

回
目
々
の
防
局

米
国
人
。
新
開
記
者
と
し
て
極
東
問
題
に
闘
す
る
記
事
を
執
筆
。
一

九
三
六
年
浪
。

カ

1
ナ
ス

F
U
P
O
H
Cロ
豆
町

英
図
入
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
祭
植
民
史
講
師
。
品
極
東
関
係
の
著

書
に

E

。名目
E
ρ
g
E
s
a
o
E
E
L
S
N
3
あ

p
。

カ
ダ
二
フ

1
ノ
出
向
日
ロ
rm向
。
。
巳
P
V己
O

伊
太
利
人
。
級
官
民
の
経
済
問
題
を
研
究
す
る
経
済
患
者
。

コ
ス
9

〉
ロ
岡
田
国
内
O

色
"
の
oaHW

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
。
枇
令
問
題
を
研
究
し
日
本
に
於
け
る
夫
れ
を
論
じ

た
る
論
文
あ

p
。
官
市
民
。

コ
ツ
ポ
ラ
司
『
HW師
会
出
回
目
。
。
。
町
田
VO】
岱

伊
太
利
人
。
枇
品
官
接
者
。
大
康
教
授
た
り
し
こ
と
あ
り
。
東
洋
問
題

を
論
ず
。

コ
ノ

P
1
J
1
Z
Z刊
の
O
回
O
出
『

英
闘
人
。
極
東
及
び
ツ
勝
の
総
祷
を
研
究
し
論
著
多
し
。

コ
ミ
ツ
ソ
。
山
D
4
Pロ
回
目
。
o
g
g町田面白

伊
太
税
人
。
続
問
題
者
と
し
て
日
本
に
も
来
朝
、
東
洋
の
経
済
事
情

を
調
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